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原理：私たちは, 生物が体表にもつ粘性物質にプラズマや電子線を照射

すると（下図A～C）, 高真空下でも生命維持が可能な重合薄膜

(NanoSuit®) が形成されることを発見しました (下図C、右図D拡大

図・矢頭間）。

生きた生物を高真空環境にさらすと脱水・脱気されしわくちゃに

なってしまいますが (右図E), NanoSuit®法を用いるとほぼすべての

生物試料で, 高真空下において含水状態を保ちながら超微細構造を観

察することができます (右図F) 。

またその画像は, これまでの化学固定・脱水・乾燥による試料作成

法で観察されたもの (右図G) と大きく異なります。
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組織標本観察手受
（光学顕微鏡と電子顕微鏡の併用：

観察後に最保存も可能）
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DAB染色部位のCLEM観察

ナノスーツ法によるパラフィン切片
元素分析


